
鴇

癖

第
五
噂

第
四
鵬

莞

八

冨
田

第
三
の
酋
腐
部
地
方
の
内
波
斯
溜
指
揮
地
方
は
ま
に
ア
ラ
ブ
人
の
居
住
地
で
あ
ゎ
'
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
平
原
に
按
す

る
山
岳
地
方
は
p
北
は
別
件
な
る
ク
ル
ド
人
の
剤
掠
地
で
あ
-
ー
覇
は
狸
狐
な
る

.rt
プ
チ
ア

リ
､
人
叉
は
ル
ー
ル
人

の
盛
窟
で
あ
る
D

波
斯
麿
沿
岸
地
方
の
ま

な
る
都
合
は
p
開
漕
地
で
あ
る
5,,
ン
ガ
ラ
.,,
ス

(人
口
約

一
〇
､
0
0
0
)ブ
シ
ー
ル

(人

口
約
三
〇
､
0
0
0
)
及
び
所
謂
波
斯
石
油
の
産
地
に
近
き

モ
F,

メ
ラ
洛

(入
日
約

一
〇
t
o
o
o
)
で
あ
っ
て
､
カ

ル
ー
ン
河
上
洗
･S
シ
エ
ス
タ
-

(人
口
約

一
五
t
o
o
c
))
及
び
デ
ズ
フ
ル

(人
口
約
二
五
t
o
o
o
)
は
カ
ル
-
㍗

河
の
御
蔭
で
出
凍
て
屠
る
都
督
で
あ
る
.

ク
ル
ド
人
の
樺
む
で
居
る
地
力
は
殊
に
土
地
播
せ
､
僕
に
雑
等
が
生
え
る
位
に
過
ぎ
な
い
番
に
､
住
民
は
大
概
遊

牧
を
兼
と
L
P
水
草
を
追

ふ
て
天
恭
生
滑
を
賛
む
で
居
る
P
其
多
数
の

1
放
邸
苑
を
引
率
し
て
押
し
鋸
は
し
て
居
る

有
様
は
哀
れ
に
も
亦
奇
観
で
あ
る
O

先

度

敦

落

地

理

小

牧

資

繁

地
理
串
の
本
鰹
は
人
文
地
即
串
で
あ
る
P
と

山
派
の
申
潜
は
云
ふ
｡
戯
し
な
が
-
斯
-
考
ふ
る
輝
従
来
白
魚
地
哩



葦

軍
の
名
を
以
て
呼
獅
せ
ら
れ
水
-1
し

義

の
準
問
を
､串
間
の
系
統
上
何
れ
に
蹄
解
せ
し
雲

き
か
が
問
題
と
な
る
0

地
理
畢
完

髄
は
人
文
地
理
準
に
あ
-
と
な
す
が
q

ll
浜

の単
著
は
､
管

-
自
然
地
理
単
の
中
英

の気
象
撃
的
究

幌
準
的
方
面
は
気
象
畢
素
懐
嬰
に
,
地
球
物
理
串
的
地
域
化
準
的
方
面
は
地
域
化
物
理
率
地
域
化
率
に
p
地
質
率
的

鱗
物
撃
的
方
面
は
地
質
嬰
慧

単
に
,
涯
洋
串
的
湖
墨

的
方
面
は
欝

畢
湖
沼
撃
に
.
火
山
聾
的
地
震
拳
的
方
面

は
火
山
畢
地
震
単
に
p
天
文
準
的
測
地
単
的
方
面
は
天
文
単
測
地
挙
に
,
動
物
撃
的
柄
物
撃
的
方
面
は
動
物
拳
組
物

準
に
蹄
属
せ
し
む
ペ
し
･･J
な
す
で
わ
ら
･苗

､
基
は
僚
-
に
媒
染
で
あ
る
O

地
理
拳
の
春
機
は
要
す
る
に
地
理
蝉
で
わ
る
O
人
文
地
理
単
が
地
理
軍

の本
櫨
で
あ
る
の
で
は
な
い
｡
人
文
地
理

鼻
が
地
即
拳
の
本
醜
で
あ
る
と
云
ふ
は
所
謂
人
文
地
理
単
著
に
と
-
て
は
明
か
に
白
家
蛍
着
で
あ
る
G

白
然
が
人
跡

に
典
ふ
る
影
響
､
人
頻
が
白
熱
に
及
ぼ
す
影
響
､
此
等
両
者
の
統

霜

綜
東
的
研
究
が
人
文
地
理
単
で
あ
る
)
と

人

発

現
率
者
は
考
へ
る
の
で
あ
る
が
､
其
の
人
文
地
理
単
著
が
自
然
の
研
-

唯
翻
し
て
､
地
理
警

本
髄
は
人
文

地
理
軍
拡
-
勺
と
な
す
は
日
豪
挽
着
も
甚
だ
し
い
｡

地
理
準
の
本
概
は
地
理
尊
で
あ
る
-J
天
文
撃
地
球
物
理
学
地
球
化
畢
乗
象
単
束
候
撃
地
質
畢
錬
物
準
桶
拝
啓
湖
沼

畢
地
震
準
火
山
準
勘
物
拳
柄
物
単
其
の
他
何
字

の
農

耕
拳
の
研
究
に
よ
ゎ
探
畠

然
品

解
し
'
他
方
政
治
鮭

酔
交
通
択
洛
其
の
他
あ
ら
ゆ
る
種
粕
の
人
相

の年
酒
活
側
桁
盛
p
莞

歴
史
的
畿
蓮
の
研
究
に
よ
-
人
文
現
象
を
明

か
に
し
た
る
彼
p
白
然
が
人
叛
に
典
ふ
る
影
響
人
指
が
自
然
に
及
ぼ
す
影
響
'
即
ち
自
然
と
人
鱗
と
の
相
克
関
係
史

免
政
洗
浄
地
理

罪
五
各

節
E
転

義

宝

鑑



柏

球

界
五
萄

男
四
繊

曽
0

芸
衆

発
明
す
る
も
の
即
ち
地
理
撃
で
あ
っ
て
p
巽
は
人
文
地
押
尊
で
は
な
い
O
地
理
学
竺

一大
別
し
.
基
の
昭
兜
に
於
い

て
人
文
方
面
に
重
心
を
龍
-
も
の
は
之
れ
を
人
文
地
理
撃
と
な
し
､
白
魚
方
面
に
重
心
,ぜ
斑
-
も
の
は
之

れ
を
日
蝕

地
理
学
と
な
す
べ
き
の
み
'
人
文
地
坪
串
は
地
坪
拳
の
7
派
で
あ
っ
て
､
決
し
て
人
文
地
敗
軍
が
地
理
準
の
水
髄
で

あ
る
べ
き
筈
は
な
い
O

次
に
自
然
地
坪
串
は
地
排
撃
の
中
p
重
心
を
白
熱
的
方
面
に
澄
-
も

の
で
､
基
は
純
粋

の自
然
科
挙
で
は
な
し

地
理
撃
の
認
巽
な
る

1
部
分
を
な
す
が
､
之
れ
狭
勿
論
地
理
学
の
本
酷
で
は
な
い
0

白
熱
地
珊
単
は
'
人
文
地
理
拳
が
眉
熱
と
入
城
粕
閑
の
研
究
に
督
-
帝
に
人
文
現
象
に
重
き
を
蔵
-
の
に
射
し

て

白
熱
人
頻
相
関
の
研
究
に
常
-
称
に
自
然
現
象
に
竃
き
を
澄
-
に
過
ぎ
ぬ
｡
畢
Lib
る
日
食
科
挙
で
は
な
い
｡
地
球
を

入
荷

S
活
動
鄭
基
と
し
て
考
へ
る
事
な
-
し
て
試
み
ら
る
る
乗
象
､
乗
棋
p
地
球
物
理
'
地
域
化
単
'
地
質
'
鋭
物

火
山
'
地
震
p
淋
洋
､
湖
沼
へ
動
物
p
植
物
等
の
研
究
は
直
ち
に
之
れ
を
自
然
地
理
拳
と
は
呼
綱
す
る
を
得
な
い
.

英
は
単
に
其
れ
等
各
個
に
陥
す
る
自
然
科
挙
で
あ
っ
て
白
魚
地
即
畢
で
は
な
い
｡
自
然
人
撤
舶
閲
の
研
究
が
地
理
単

指
ゎ
と
す
れ
ば
.
人
叛
を
考
察
中
に
入
れ

ざ
る
自
然
科
挙
は
要
す
る
に
自
然
科
撃
で
あ
っ
て
自
然
地
理
学
で
は
あ
-

得
な
い
O
自
然
地
桝
率
は
地
球
を
自
然
科
学
的
に
研
究
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
､
其
の
地
球
は
人
廟
の
活
働
鍵
蔓
と

し
て
の
地
球
で
あ
る
｡
此
の
根
本
観
念
を
忘
却
し
た
る
場
令
は
.
其
の
研
究
は
要
す
る
に
自
然
科
串
で
あ
っ
て
自
然

地
挫
夢
で
は
な
い
0



本
誌
の
御
着
は
多
-
は
地
坪
撃
に
判
す
る
と
同
機
地
貿
挙
に
封
し
て
も
乳
多
大
の
興
鹿
と
研
究
心
と
を
布
せ
ら
る

る
と
考
へ
る
か
ら
今
鼓
に
地
理
単
殊
に
自
然
地
嘩
拳
と
地
質
単
と
の
関
係
に
就
き

〓
呂
L
へ
自
然
科
挙
と
白
熱
地
理

準
と
が
根
本
に
於
い
て
英
の
悦
男
を
異
に
す
る
所
以
を
論
じ
度
い
O

地
理
畢
中
人
文
地
軸
拳
と
地
質
撃
と
の
間
は
英
の
距
経
験
わ
に
大
に
し
て
爾
者
の
格
別
は
殆
ん
ど
常
識
の
問
題
で

あ
る
が
､
自
然
地
理
撃
､
地
質
串
間
の
置
別
に
至
り
で
は
梢
両
例
に
し
て
軽
々
常
識
を
以
て
し
て
簡
異
に
片
附
け
る

事
が
出
来
な
い
｡
然
し
な
が
ら
大
酷
に
於

い
て
'
地
質
撃
は
地
球
の
組
成
物
襲
う
構
造
p
歴
史
の
自
然
科
挙
的
研
究

で
あ
る
が
p
R
然
地
規
準
は
人
相
活
動

の都
轟
と
し
て
の
地
球
の
堆
自
然
科
挙
的
研
究
で
あ
る
と
云
へ
る
｡
然
れ
ば

地
形
準

の如
き
地
形
は
地
栗
の
研
究
に
償
-
地
質
構
造
の
隷
寮
に
買
献
す
る
位
に
止
ま
る
か
ら
P
地
質
単
に
と
ゎ
て

熱
か
-
義
大
L･4
る
窓
我
を
宥
す
る
も
の
で
は
な
い
の
に
射
し
て
'
地
形
は
人
瓶
の
活
働
文
明
の
敏
速
等
に
大
な
る
影

響
を
輿

へ
人
文
現
象
に
関
係
す
る
祈
甚

だ大
で
あ
る
か
ら
'
白
然
地
理
学
に
於
い
て
は
霞
要
な
る
位
碇
を
古
む
る
事

と
茂
る
の
で
あ
る
O
(勿
論
地
球
お
人
掛
の
活
働
錐
轟
と
見
る
革
tJbL
に
行
ふ
地
形
の
研
究
は
異
な
る
地
形
軍
で
あ
っ

て
､
自
然
地
理
単
の
部
門
に
入
ら
な
い
)
地
形
拳
が
地
質
畢
及
び
自
然
地
理
単
の
覇
者
に
射
し
て
其
の
意
並
を
異
に

す
る
如
き
は
峯
に
1
例
に
過
ぎ
は
い
が
p
此
の

1
例
を
以
て
見
て
も
地
質
率
と
自
然
地
理
準
と
が
各
英
の
洗
場
を
典

に
し
英
の
研
究
の
目
的
な
別
に
し
て
居
る
の
な
知
る
べ
き
で
あ
る
｡

由
然
地
規
準
研
究
に
常
-
自
然
科
挙
的
研
究
に
探
入
-
す
る
軍
は
誠
に
薯
ぶ
べ
き
事
象
で
あ
る
｡
其
れ
は
狼
で
日

蝕
血
祭
路
地
亀

井
五
懸

第
四
蚊

賢

一

監

七



地

銀

錯
五
懸

濁
押
紙

等

l

冨

凡

然
地
理
学
の
研
究
を
深
め
其
の
奥
行
を
大
LJ
ら
し
め
其
の
基
礎
を
碓
欝
に
す
る
所
以
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡

然
れ
ば

自
然
地
坪
畢
研
究
にこ
曹

-
地
質
学
的
研
究
に
探
人
ら
す
る
事
は
現
甚
だ
可
で
あ
る
C.
此
の
窓
塊
に
於
い
て
ペ
ン
ク
澄

教
授
の
研
究
室
に
も
顕
微
鏡
な
ど
に
二
億
の
備
付
す
ら
無

い
か
ら
と
の
理
申
智
以
て
地
理
畢
者
が
岩
石
顕
微
鏡
を
窺

ふ
必
聾
等
は
な
い
と
畢
純
に
片
附
け
て
仕
鮮
ふ
の
は
勿
論
早
計
で
あ
る
が
'
地
理
単
は
地
人
相
関
を
研
究
す
る
も
の

で
あ
る
以
上
､
白
魚
地
理
学
研
究
者
も
P
人
塘
活
動
の
雛
壷
と
し
て
の
地
球
を
研
究
す
る
土

讃
ふ
張
本
の
方
針
は
飽

-
ま
で
之
れ
な
念
頭
にこ
撒
い
て
屠
る
必
要
が
あ
る
.
斯
か
る
立
場
に
立
つ
串
が
自
然
地
理
学
の
'
地
球
の
組
椛
物
質

構
造
p
麻
壁
皆
研
究
目
的
と
す
る
地
質
学
と
英
の
趣
を
輿
に
す
る
鮎
で
あ
る
｡

一
人
の
単
著
で
同
時
に
地
質
単

指
-

白
然
地
刑
嬰
な
ら
の
研
究
に
没
頭
す
る
を
r
無
用
窓
に
傍
観
㌻
る
時
p

7
見
地
質
単
･J地
理
準
殊
に
白
魚
地
挫
軍
と

の
聞
何
等
の
区
別
な
き
が
如
-
､
何
等
か
の
区
別
あ
ゎ
と
す
る
も
其
の
院
別
は
甚

だ践
縛
た
る
か
-
鬼
ゆ
る
域
倉
も

ぁ
る
が
､
賛
際
は
上
述
の
如
き
区
別
が
存
す
る
も
の
と
見
る
可
き
で
あ
る
.
帝
斯
か
る
区
別
あ
る
可
L
と
の
理
窟
は

～

吃
-
'
英
は
結
局
人
馬
の
思
索
を
以
て
斯
か
る
区
別
を
存
せ
し
む
る
に
過
ぎ
な
い
が
､
凱
-
考
へ
る
革
が
甚

だ便
宜

で
あ
る
と
ま
張
し
使
い
O

地
質
串
と
自
然
地
坪
串
と
の
間
本
質
的
に
罷
別
の
存
す
る
事
は
以
上
の
寵
誠
に
よ
っ
て
明
か
と
な
っ
た
と
思
ふ
O

而
し
て
此
の

1
例
を
以
て
し
て
も
自
然
地
理
単
と

]
放
自
然
科
挙
と
に
本
質
的
の
相
違
が
存
す
る
革
は
明
か
で
あ
ら

ら
ノー
J
恩

ふ
0
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粗
返
し
て
言
ふ
が
'
自
然
地
鞘
軍
は
地
域
を
窪
と
し
て
･:
無
料
準
的
に
研
究
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
ー
其
の
地
球

は
人
柄
の
借
倒
姓
毒
と
し
て
の
地
球
で
あ
る
ー
此
の
根
本
観
念
を
忘
却
し
た
る
塀
令
は
其
の
研
究
は
要
す
る
に
自
然

科
挙
で
あ
っ
て
日
然
地
理
学
で
は
な

い
｡

而
し
て
償

,il
に
基
の
研
究

が
人
指
活
働
の
鉢
壷
と
し
て
の
地
球
の
自
然
利

率
的
研
究
で
あ

っ
て
之
れ
な
jE
L
-
白
然
地
理
串
と
耕
し
得
で
も

､
掛
其
れ
は
叉
地
理
学
の
本
髄
で
は
な
-
東
銀
､

人
文
地
規
準
に
封
す
る
へ
地
理
嬰
の
一
派
で
あ
る
に
過
ぎ
ぬ
｡

白
魚
地
政
串
も
人
文
地
理
挙
も
共
に
地
理
学
の
一
派
で
あ
る
｡
雨
着
の
中
何
れ
が
地
理
塾
の
茶
髄
で
あ
る
の
で
も

な
い
｡
両
者
粕
鋳
り
相
授
け

.i
心
間
鴨
と
花
,
つ
で
初
め
て
蓑
に
揮
然
融
卸
せ
る
偽
金
.rlb
る
地
理
単
は
成
立
す
る
の
で

あ
る
｡
人
文
出
現
単
は
地
理
率
の
円
で
も
畔
に
人
文
方
面
に
麓
き
を
揖
-
も
の
で
あ
る
が
'
nTLLii然
現
象

に封
す
る
癖

常
の
研
究
理
解
な
-
ば
其
の
研
究
は
不
健
金
で
あ
-
､
基
礎
薄
弱
た
る
を
免
れ
や
､
自
然
地
理
単
は
特
に
白
然
万
両

に
誼
き
を
濯
-
も
の
で
あ
る
が
､
人
文
現
象
に
封
す
る
細
常
の
注
意
理
解
筏
-
ば
其
の
研
究
は
塊
完
全
を
期
し
難
い
O

以
上
の
如
き
が
地
規
準
に
関
す
る
余

り
根
太
観
念
で
あ
-
.
研
究
上
の
基
礎
侶
棟
で
あ
る
｡
余
は
地
坪
挙
の
本
質
､

自
然
地
a
.準
人
文
地
理
撃
両
者
間
の
関
係
を
着
の
郎
-
考

へ
る
O
地
理
準
の
本
質
に
組
し
て
は
内
新
譜
単
著
に
よ

っ

で
色
々
と
考
察
せ
ら
れ
て
屠
る
按
で
あ
る
が
p
余
は
兜
づ
着
の
釦
-
考
へ
る
の
が
最
も
通
常
で
あ
る
1
倍
す
る
｡
詳

細
な
る
郡
に
亘

-
て
僻
種
々
論
じ
腔
い
鮎
も
存
す
る
が
英
は
別
帝
に
謙
る
革
と
L
p
今
日
は
唯
右
の
程
度
に
止
め
て

以
下
茶
静
に
入
る
事
と
す
る
｡

飴
最

終
地
線

罪
五
食

滞
四
放

き

忠

霊
九



櫓

癖

第
五
懸

第
四
焼

き

四

四
〇

地
理
拳
の
雫

心
が
自
然
現
象
に
億
か
る
る
か
潤
人
文
現
象
に
選
か
る
る
か
に
よ
ら
.
之
れ
を
白
熱
地
理
準
人
文
地

理
学

の
両
方
面
に
分
ち
得
べ
き
事
上
述
の
如
-
で
あ
る
が
'
便
宜
の
馬
術
之
れ
を
時
間
的
に
匝
分
す
る
事
も
可
能
で

あ
る
と
思

ふ
｡
即
ち
過
去
.
現
泰
.
栄
華
､
三
つ
の
畔
の
範
臓
に
よ
-
地
理
撃
を
栄
華
.
現
壷
､
過
去
に
開
せ
し
め

之
宜

二
分
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
｡
現
在
の
地
理
畢

(勿
論
薯
除
上
は
最
近
の
地
軸
軍
と

苫
ふ
番
に
な
る
'
与り
ち
少

し
-
過
去
に
も
謝
る
地
理
寧
と
な
る
)
は
勿
論
大
Ll
る
慣
値
を
有
L
t
来
黍
の
地
理
串
(即
ち
未
寒
に
於
け
る
人
粕
と

白
魚
と
の
和
瓦
関
係
を
鞄
想
著
し
-
は
汲
言
す
る
も
の
に
で
も
な
ら
-
か
)
叉
甚

だ輿
娩
あ
る
も
の
で
あ
る
が
p
本

稿
に
於
い
て
は
専
ら
過
去
の
地
理
革
を
諭
す
る
事
と
す
る
｡

過
去
の
地
理
学
は
之
れ
を
歴
史
以
後
現
在
に
登
る
ま
で
の
地
理
琴

と
.
歴
史
以
前
人
相
の
出
現
よ
り
歴
史
の
嚢
明

に
至
る
ま
で
の
地
理
塾
と
に
二
大
別
す
る
事
が
出
氷
る
.
余
は
之
れ
な
歴
史
地
理
畢
及
び
史
前
若
し
-
は
先
史
地
理

畢

(Pr巴l…StOrisch
e
G
eograp
h
叫e
)
と
呼
耕
し
度

い
.

歴
史
地
理
軍
と
は
如
何
な
る
畢
間
で
あ
る
か
'
何
を
研
究
の
灘
象
と
な
す
か
土

石
ふ
に
､
英
は
既
に

｢
歴
史
と
地

理
｣
第
十
六
港
第
五
研

(大
正
十
四
年
十

一
月
報
)
に

｢
歴
史
地
理
学
に
関
す
る
私
見
｣
と
題
す
る
拙
稿
に
も
論
じ

て蔵
い
た
郎
-
'
歴
史
地
理
笹
と
は
人
耕
歴
史
の
瀞
明
以
後
地
球
即
ち
詳
言
す
れ
ば
気
候
水
理
士
壊
縁
岸
湖
岸
碍
沼

其
の
槌
の
水
平
的
'
垂
直
的
地
形
動
植
物
罪
等
が
如
何
な
る
情
態
に
存
せ
し
か
p
叉
其
れ
等
が
自
然
的
に
如
何
に
鍵

化
せ
し
か
､
歴
史
の
鮮
明
以
挽
人
跡桝
が
上
記
の
脚
き
自
然
的
僚
件
を
如
何
に
紛
れ化
せ
し
か
､
上
紀
の
如
き
自
然
的
休



仲
が
<
糎
の
活
魚
活
磯
村
瓜利
別
･ち
人
文
現
象
に
如
何
な
る
勘
露
層
を
異

へ
し
か
､
白
銀
州的
/
偲
叫的
に
次
席
に
腐
汎化
す
る

自
然
的
俺
件
と
次
発
に
進
歩
す
る
入
組
の
人
文
現
象
と
の
相
互
槻
係
は
如
何
な
-
し
か
等
の
事
項
を
系
統
的
辞
令
的

に
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
.～
な
す
べ
き
で
あ
る
｡

略
史
地
理
拳
に
関
し
て
-
佃
評
翰
し
更
に
前
祝
を
珊
ひ
皮
い
と
思

ふ
が
其
れ
も
本
論
と
直
接
の
関
係
は
少
t･･b
い
か
ら
備
後
稲
を
待

つ
革
と
致
し
度
い
｡

然
ら
ば
重

刑
著
し
-
は
先
史
地
理
単
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
'
何
を
研
究
の
封
象
と
L･4
す
か
と
云
ふ
に
'

史
前
若
し
-
は
先
史
地
理
学
に
関
し
て
も
久
歴
史
地
理
撃
に
関
す
る
と
曝
内
接
の
事
が
云

へ
る
.
即
ち
人
棟
の
出
現

以
後
鹿
史
の
瀞
明
に
糞
る
間
自
然
的
膝
件
が
如
何
な
る
状
闇
に
存
せ
し
か
､
乱
其
れ
等
が
自
然
的
に
如
何
な
る
鍵
化

を
受
け
し
か
､
人
蹄
が
自
然
的
膝
件
を
如
何
に
埋
化
せ
し
め
し
か
､
自
然
的
倣
件
が
人
租
に
射
何
な
る
影
響
を
興

へ

し
か
'
自
然
的
人
為
的
に
次
箱
に
鼻
化
す
る
白
然
的
僚
件
と
文
明
次
第
に

(徐
々
に
で
は
あ
る
が
)
進
歩
す
る
入
店

よ

り相
互
関
係
は
如
何
な

-
し
か
'
此
等
事
項
の
就

l
的
辞
令
的
研
究
が
史
前
著
し
-
は
先
史
地
理
畢
で
あ
る
と
云

ひ
得
る
と
思
ふ
｡

入
荷
の
出
現
以
後
歴
史
の
瀞
明
に
要
る
問
自
然
的
俵
件
が
如
何
な
る
状
背
に
存
せ
し
か
'
叉
此
等
が
自
然
的
に
如

何
に
嘩
化
せ
し
か
の
研
究
は
必
ず
し
も
仝
-
不
可
能
の
事
項
で
は
L･･
い
.
例

へ
は
浦
野
博
士
の
額
掘
に
よ
-
甚
だ
明

瞭
と
な
れ
る
渥
美
半
島
貝
塚
の
分
布
､
其
の
他
本
邦
各
地
に
於
け
る
月
攻
の
分
布
に
よ
-
石
鐸
時
代
海
岸
汀
縦
の
傭

潜
を
推
知
L
得
る
如
き
'
潰
田
教
授
の
殺
躍
調
査
に
よ
-
明
か
と
な
れ
る
薩
摩
指
宿
石
器
時
代
遺
物
包
含
上
下
簡
暦

典
故
架
路
地
理

非
五
魯

鰐
四
鱗

5
10

･d

田
仲



粗

砕

男
玉
食

鰐
川
妨

mO舛

四
品

間
に
於
け
る
火
山
灰
厨
の
介
在
に
よ
-
石
器
時
代
に
於
け
る
火
山
活
動
&
.推
測
し
得
る
如
き
'
故
坪
井
樽
害

鳥
層

博
士
等
の
研
究
に
よ
･Jl
明
か
と
t･bれ
る
大
島
野
増
村
海
岸
石
器
時
代
造
物
包
含
厨
上
の
熔
岩
戚
に
よ
り
石
器
時
代
著

し
-
は
其
の
碇
稜
に
放
け
る
三
原
火
山
の
輸
出
を
察
知
し
得
る
如
き
'
山
崎
博
士
の
踏
査
研
究
に
よ
り
明
か
と
な
れ

る
房
総
半
島
束
南
部
守
谷
卵
天
崎
爾
洞
窟
に
放
け
る
有
史
以
前
遺
跡

の状
態
に
よ
-
弘
前
に
於
け
る
据
鐸
地
盤
の
隆

起
沈
降
を
礎
明
し
得
る
如
き
.
徳
島
市
城
山
の
洞
窟

及
び
市
升
三
谷
出
土
の
所
謂
丸
木
轍
の
研
究
に
よ
り
史
繭
に
釈

け
る
吉
野
川
下
流
海
岸
線
の
状
態
を
推
察
し
得
る
如
き
'
越
後
北
蒲
原
那
金
塚
相
見
頻
の
研
究
に
よ
り
常
時
に
於
げ

ろ
蕃
紫
雲
寺
潟
の
状
態
を
推
知
し
得
る
如
き
､
羽
後
胡
鹿
半
島
角
簡
略
貝
塚

の
調
査
に
よ
り
石
器
時
代
に
放
け
る
八

郎
潟
階
近
ト
ン
ポ
ロ
式
地
形

の存
在
を
想
像
し
得
る
如
き
､
育
-
は
大
森
介
嘘

の研
究

に
よ
JD
出
前
に
於
け
る
東
京

滞
生
物
界
の
状
態
及
び
其
の
後
の
婁
化
を
推
測
し
得
る
如
き
其
の

一
例
で
あ
っ
て
'
斯
か
る
例
は
我
園
に
於
い
て
伶

寡
-
敬
見
せ
ら
る
る
所
で
あ
り
諮
外
聞
に
於
い
て
も
叉
其
の
例
に
乏
し
-
は
な
い
｡

次
に
人
頬
が
有
史
以
前
に
於
い
て
自
然
的
確
件
を
如
何
に
塵
化
せ
し
め
し
か
に
踊
し
て
､
死
ぬ
人
類
は
人
文
未

だ

進
歩
せ
ず
人
知
足
ち

ぎ
-
し
な
ら
ん
を
以
て
'
今
日
文
明
他
界
に
見
る
如
き

大
規
模
の
人
馬
的
自
然
礁
件
の
捷
化
は

甚

だ少
杖
か
-
L
LJ
ら
ん
も
､
何
等
か
の
程
度
に
於
け
る
肇
化
の
存
し
た
ら
ん
事
は
'巌

虫
動
物
以
外
の
勧
物
が
今
日

現
に
自
然
的
僻
仲
を
幾
分
に
で
も
軽
化
し
っ
1
あ
る
に
見
る
も
明
か
で
あ
る
｡
唯
先
史
人
相
の
作
用
に
よ
る
白
然
的

膝
仲

山
礎
化
″ぜ
脚
=州
L･4
る
手
段
に
よ
-
て
韓
見
し
組付
る
か
､
ウ
ル
れ
今
後
に
於
い
て
深
-
研
究
す
べ
き
鮒
m仙粗
で
あ
る
0



歌
に
白
魚
的
倣
件
が
先
史
人
用
に
勤
し
如
何
な
る
足
型
を
輿

{
し
か
は
敢
-
輿
収
あ
る
研
究
題
目
で
あ
る
｡
即
ち

先
史
人
栂
は
人
知
未

だ進
捗
せ
ず
文
明
甚
だ
幼
稚
な
ら
し
を
以
て
'
従
っ
て
白
然
的
倣
件
の
影
響
は
現
今
文
明
人
に

比
し
幾
分
多
分
に
之

約
を
尖
ら
ざ
る
を
柑
LJ
か
つ
た
で
あ
ら
-
か
ら
､
其
の
跡
を
追
求
す
る
革
は
甚
だ
輿
塊
あ
る
折

で
あ
る
C
唯
此
の
時
代
に
関
し
て
今
日
吾
人
の
知
り
得
る
所
は
､
云
ふ
ま
で
も
屯
-
文
字
を
通
じ
て
で
は
な
-
遺
物

即
ち
人
頼
自
身
の
骨
格
p
使
用
握
異
見
は
武
器
た

り
し
石
器
土
器
の
み
を
通
じ
で
で
あ
る
か
ら
.
此
等
造
物
よ
り
人

粕
が
自
然
的
低
件
に
卯
何
に
影
響
せ
ら
れ
し
か
を
知
る
事
は
粕
常
困
難
総
事
業
で
あ
る
.
然
し
な
が
ら
例

へ
ぼ
海
岸

若
し
-
は
湖
岸
の
追
跡
よ
-
多
数

の錘
石
､骨
角
製
斬
釣
針
等
が
畿
見
せ
ら
れ
ー
之
れ
に
よ
っ
て
石
器
時
代
住
民
が
其

の
生
業
に
於
い
て
揮
洋
湖
潟
な
る
白
魚
的
膝
伸
に
影
響
せ
ら
れ
た
る
を
知

り
得
る
例
も
あ
る
か
ら
､
深
-
研
究
を
進

む
れ
ば
其
の
他
案
外
典
焼
あ
る
革
贋
が
撒
見
せ
ら
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
｡
人
蹄
の
来
港
に
錆
し
て
は
何
級
に
諭
す
る
O

白
然
的
人
馬
的
に
次
第
に
塵
化
す
る
自
然
的
億
件
と
人
知
文
明
次
発
に
進
歩
す
る
人
頻
と

の和
瓦
的
係
の
研
究
は

史
前
時
代
に
陶
し
て
は
梢
困
難
な
る
事
項
で
は
あ
る
が
'
不
断
の
研
究
を
以
て
す
れ
ば
英
は
永
久
の
不
可
能
事
で
は

な

い
｡

以
上
祝
述
す
る
所
に
よ
り
先
史
地
理
軍
と
は
如
何
な
る
軍
閥
で
あ
る
か
何
を
研
究
の
執
象
と
な
す
べ
き
か
が
明
か

と
t･Jb
つ
た
と
思
ふ
｡

而
し
て
史
前
時
代
に
於
い
て
自
然
的
備
付
が
如
何
な
る
情
態
に
存
せ
し
か
叉
自
然
的
に
如
何
に
嘩
化
せ
し
か
の
研

宛
丸
架
路
地
塩

罪
五
懸

第

g
:鵬

l

宝

四
三



増

球

筋
五
怨

第
四
嫉

き
(

四
四

完
は
先
史
地
理
撃
の
研
究
中
日
食
地
理
準
的
研
究
方
南
で
ぁ

ゎ
'
壁

別
人
粕
が
白
熱
的
膝
件
に
よ
ゎ
如
何
に
影
響
せ

ら
れ
久
之
れ
な
如
何
に
塵
化
せ
し
か
の
研
究
は
同
じ
-
人
文
地
理
革
的
研
究
方
爾
で
あ
る
か
ら
.
政
商
地
理
拳
は
叉

歴
史
地
理
単
と
同
じ
-
之
れ
お
目
然
地
理
学
的
人
文
地
理
単
的
両
方
面
に
別
つ
事
を
得
る
と
云

へ
る
｡

以
上
論
述
す
る
所
に
よ
-
'
地
理
撃
は
其

の窓
心
の
蕊
き
所
に
よ
り
之
れ
を
自
然
地
理
轡
p
人
文
地
理
串
の
両
方

面
に
卦

も
､
之
れ
を
時
代
的
に
臨
界
し
て
屡
鑑
地
理
拳
､
敵
前
若
し
-
は
党
赦
地
理
啓
の
二
と
な
し
P
更
に
之
れ
を

自
然
地
理
学
的
'
人
文
地
理
撃
的
両
方
面
に
区
分
し
得
る
事
が
明
か
と
な
っ
た
と
恩

ふ
O

扮
人
文
地
理
拳
の
内
で
重
心
哲
人
抱
の
窮
落
現
象
に
罷
-
も
の
は
之
れ
を
髭
落
地
理
と
捕
す
る
事
周
知
の
轟
聾
で

あ
り

P
其
の
啓
開
が
立
派
に
存
在
の
理
由
を
有
す
る
事
も
叉
多
言
を
饗
す
ま

い
と
恩
ふ
｡
然
ら
ば
比
の
来
港
地
理
と

赦
前
地
理
轡
と

の切
倉
を
考

へ
之
れ
を
史
前
若
し
-
ほ
光
起
来
港
地
理
と
呼
揮
す
る
事
が
出
来
る
｡
巽
は
人
文
地
理

拳
の
1,
方
南
た
る
緊
落
地
理
の
研
究
･,<q･J遮
-
先
史
陣
代
に
ま
で
潮

-
行
ふ
も
の
'
換
言
す
れ
ば
先
史
地
理
撃
の
内
人

文
地
理
拳
的
方
南
に
含
ま
る
べ
き
取
落
地
理
的
方
南
で
あ
っ
て
'
余
は
之
れ
に
命
す
る
に
先
史
若
し
く
は
史
的
来
港

地
理
の
名
を
損
で
し
､
若
し
之
れ
を
弼
評
で
も
す
る
場
倉
は
之
れ
に

PL･ah;stor;sche
od
.
V
orgescI.1.Ch
.Lliche

S
iedetun
g
s

g
e.
g
raph
ie
の
術
幣
を
輿

へ
､
今
日
に
於
い
て
其
の
研
究
を
提
唱
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
で
あ
る
O

然
ら
ば
死
出
群
落
地
理
に
於
い
て
は
何
を
研
究
の
目
的
と
i･t
す
べ
き
か
'
叉
其
の
研
究
は
可
能
な
-

や
｡
此
れ
に

封
す
る
完
凌
な
る
回
答
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
o
然
し
な
が
ら
余
は
此
の
方
面
の
研
究
を
提
唱
す
る
以
上

】
富



之
れ
に
言
及
す
べ
き
の
嚢
任
と
鞄
硲
と
な
威
や
る
｡

先
史
集
落
地
理
に
於
い
て
は
ー
先
史
時
代
来
港
が
地
球
東
商
上
に
如
何
に
分
布
L
t
叉
局
部
局
部
に
於
い
て
如
何

な
る
形
憩
を
有
せ
し
か
､
来
港
の
敬
連
'
換
言
す
れ
ば
其
の
分
布
形
態
密
度
等
が
自
然
的
僚
件
に
よ
-
如
何
に
岩
響

せ
ら
れ
し
か
p
即
ち
入
植
は
其
の
果
港
に
於
い
て
如
何
に
自
然
的
僚
件
に
影
響
せ
ら
れ
'
之
れ
に
適
臆
し
之
組
を
利

用
せ
し
か
を
研
究
す
べ
き
も
の
と
思
ふ
｡

然
ら
ば
斯
か
る
研
究
は
果
し
て
可
能
な
-
や
土

石
ふ
に
'
某
は
金
然
不
可
能
で
は
な
い
O
党
づ
節

1
に
倣
鼎
各
地

に
於
け
る
先
史
時
代
人
相
架
落
の
遺
跡
を
調
査
し
'
若
し
-
は
従
寒
調
査
せ
ら
れ
た
る
も
の
を
利
用
し
p
之
れ
を
地

岡
上
に
記
入
し
p
其
の
他
界
に
放
け
る
分
布
を
大
観
し
先
虹
時
代
鞭
港
が
地
理
的
位
澄
､
東
棟
.
地
質
'
地
形
､
海

洋
'
湖
沼
'
河
川
'
地
下
水
p
動
植
物
界
等
の
白
熱
的
俵
件
と
如
何
な
る
関
係
を
布
せ
し
か
､
此
等
自
然
的
瞭
件
よ

り
如
何
な
る
翫
響
哲
蒙

り
'
如
何
に
之
れ
に
適
臆
し
'
之
れ
を
利
用
せ
し
か
を
研
究
す
る
事
は
理
論
上
必
や
し
も
困

難
で
は
な
い
の
み
な
ら
す
久
甚
だ
輿
塊
あ
る
所
で
あ
る
｡
地
球
上
各
地
の
先
史
時
代
見
落
を
調
査
す
る
事
は
軍
資
困

難
で
あ
り
P
今
日
地
方
に
よ
り
で
は
其
の
調
査
の
垂
-
就
み
ら
れ
て
居
ら
ぬ
所
も
あ
る
か
ら
､
従
舞
既
開
窓
の
開
港

の
み
を
地
樹
上
に
記
入
し
之
れ
の
み
を
大
観
し
て
の
結
静
は
未

だ必
や
し
息

.芸

と
は
綱
し
難

い
け
れ
ど
も
､
迫
々

未
調
査
地
の
踏
登
に
向
つ
て
努
力
す
る
事
は
埜

｣
期
軍
の
進
歩
を
促
す
所
以
と
な
ら
-
｡
差
し
曹
-
歓
洲
例
へ
ば
鞠

蘭
西
､
隅
逸
'
酉
班
牙
'
伊
太
利
､
重
囲
p
.㌃

ス
タ
イ
ン
p
瓜
瞳
1
支
那
等
に
於
折
る
啓
石
器
時
代
遺
跡
を
地
圏

点
改
発
洛
北
捜

罪
五
怨

鮮
四
班

蓋

四
五



地

嘘

鰐
五
聴

第
四
娩

空

〇

四
売

上
に
記
入
し
､
其
の
地
の
自
然
的
倹
件
を
研
究
し
､
白
戯
的
備
付
と
嘗
石
器
時
代
糞
落
と
の
和
瓦
関
係
を
明
か
に
し

措
い
て
新
石
器
時
代
各
地
S
造
跡
に
就

い
て
同
機
の
研
究
を
試
み
る
事
が
必
要
で
あ
ら
叉
輿
庇
も
深
か
ら
-
と
恩
は

れ
る
O

一
例
で
は
あ
る
が
賎
石
器
時
代
人
株
は
石
灰
岩
地
方

の
洞
窟
(
g
r
o
t
t
e
)

若
し
-
は
海
蝕
綱
車
に
寒
冷
な
る
風

雨
を
避
け
た
る
が
鮒
き
県
終
地
理
研
究
上
可
は
-
興
味
あ
る
事
貨
を
暗
示
す
る
も
の
で
は
筏
か
ら
-
か
C

次
に
局
部
的
に
見
て
光
弘
時
代
栗
浴
が
如
何
な
る
形
態
を
有
せ
し
か
等
は
葉
か
-
槽
確
に
は
知
り
符
L-5
い
か
も
知

れ
な
い
が
､
或
は
地
形
水
理
其
の
他
の
僑
件
に
影
響
せ
ら
れ
何
等
か
特
種
の
形
態
を
基
す
る
に
至
れ
る
軍
資
が
判
明

す
る
や
･～･̂知
れ
な
い
､
例
へ
ば
原
始
人
頬
は
水

の
便
よ
き
鉢
を
帽
で
F
邦
に
滑
っ
て
紺
長
-
任
属
を
並

べ
た
と
か
'
基

地
と
平
野
と

の推
移
縦
に
沿
っ
て
果
落
し
た
と
か
p
海
岸
線
湖
岸
組
に
沿
ひ
細
長
き
髭
港
を
形
成
し
た
と
か
云
ふ
革

が
考

へ
ら
れ
る
か
ら
P
簡
異
な
る
事
な
ら
ば
自
然
的
膝
件
と
閲
係
す
る
先
史
架
藩
の
形
潜
諭
も
出
塞
一Cて
こ
思
ふ
｡

次
に
先
史
果
蕗
の
常
連
が
白
亜
的
傭
件
に
よ
っ
て
如
何
に
影
響

守
ら
れ
に
か
7
人
痔
が
窮
港
に
於
で
如
何
に
白
魚

的
僚
件
に
過
厳
し
之
れ
を
利
用
し
た
か
も
.
党
政
蒐
跡
を
地
組
上
に
記
入
し
或
は
貸
地
に
踏
査
す
る
事
に
よ
り
明
か

に
す
る
事
が
出
来
る
｡
例

へ
ば
本
邦
某
日
本
海
岸
に
於
い
て
石
据
時
代
蒐
跡
は
矢
張
海
岸
の
平
野
附
鑑
に
多
い
傾
向

を
ホ
し
て
属
b
P
之
れ
に
よ
り
石
器
陣
代
に
於
い
て
も
矢
張
-
究
港
は
大
鶴
平
地
に
敬
遠
し
た
革
が
知
れ
､
然
し
な

が
ら
平
地
は
低
卑
湿
潤
で
生
活
に
不
便
で
あ
っ
た
か
ら
来
港
は
幾
分
丘
陵
乳
は
山
麓
に
片
寄
-
凝
逢
し
た
様
な
傾
向

が
認
め
ら
れ
其
の
他
ー
其
の
他
其
の
他
に
於
い
て
種
々
な
る
革
質
が
認
め
ら
れ
ー
之
れ
に
よ
-
緊
藩
が
自
然
的
僚
仲
に



よ
-
如
何
に
無
塵
Hせ
ら
れ
Tet如
何
に
之
れ
に
油
腫
し
之
れ
な
利
用
せ
し
か
の
関
係
を
知
る
軍
が
揖
凍
る
の
で
あ
る
O

以
上
に
説
地
す
る
桝
に
よ
-
､
先
史
躯
洛
地
理
の
木
質
､
英
の
研
究
の
不
可
能
L･B
ら
ざ
る
革
,
従
っ
て
巽
の
啓
開

と
し
て
の
存
立
の
可
能
亨

J3
事
p
其
の
研
究
の
唯
に
不
可
能
に
あ
ら

ざ
る
の
み
な
ら
ず
'
多
分
の
典
塊
あ
る
事
,
換

言
す
れ
ば
地
理
挙
の
1
各
科
と
し
て
充
分
の
存
在
理
由
を
有
す
る
革
が
明
か
と
な
っ
た
と
思
ふ
｡
串
間

の研
究
は
元

来
型
に
朕
め
て
行
ふ
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
ら
.
上
述
の
如
き
先
史
窮
落
地
理
の
型
に
族
ま
る
標
､
研
究
が
行
は
る

べ
き
も
の
と
主
張
す
る
意
志
な
ど
毛
頭
な
い
が
､
余
が
上
に
先
史
栗
落
地
理
と
呼
鏑
す
る
が
如
き
学
問
分
科
の
研
究

は
必
ず
し
も
無
用
の
業
で
は
な
い
と

試
ひ
皮
い
O
余
の
考
ふ
る
如
き
先
史
異
落
地
理
が
余
の
考
ふ
る
が
如
き
櫓
系
に

於
い
て
研
究
せ
ら
れ
ん
革
を
強
要
す
る
誰
で
は
な
い
が
p
斯
か
る
方
面
の
研
究
が
忽
嵩
に
附
せ
ら
れ
な
い
事
は
切
に

巽
盟
に
鳩

へ
な
い
所
で
あ
る
｡

云
ふ
ま
で
も
筏
-
人
痔
は
時
代
を
執
る
に
役
ひ
琴
の
知
識
は
進
歩
せ
ず
文
明
は
凝
達
し
で
居
ら
な
い
の
が
常
で
あ

る
か
ら
P
人
折
が
自
然
的
棟
件
の
影
響
を
改

む
其
の
支
配
を
受
け
る
程
度
は
時
代
を
測
る
に
従
ひ
次
発
に
大
で
あ
ゎ

之
約
に
適
嘩
哲
飴
儀
な
-
せ
ら
る
る
程
度
も
放
免
時
代
よ
り
先
史
時
代
p
先
史
時
代
に
於
い
て
も
新
石
器
時
代
よ

-

懲
石
器
時
代
に
柳
る
に
徒
ひ
次
第
に
大
と
tiIbり
､
反
之
人
瓶
が
自
然
的
傭
件
に
奥
ふ
る
影
響
は
反
比
例
し
て
益
々
小

と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
'
人
相
が
日
食
的
椎
件
よ
-
蒙
る
髭
撃
は
党
虹
時
代
に
於
い
て
は
歴
史
時
代
に
於
け
る
よ
･り

顕
著
な
評
で
あ
っ
て
人
類
が
自
然
的
膝
件
に
よ
-1
如
何
に
彪
響
せ
ら
れ
る
が
を
研
究
の
]
大
項
目
と
す
る
人
文
地
理

地
政
崇
拝
地
租

紫
五
啓

発
四
助

票

田

℡



地

境

第
五
懸

滞
e
]肋

等

1

四
品

撃
に
於
い
て
､
入
荷
が
白
熱
的
倣
侍
に
よ
-
如
何
に
影
響
せ
ら
る
る
か
の
顕
著
な
る
場
合
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
p
光

弘
地
理
拳
的
研
究
に
倹
つ
が
最
も
有
利
で
あ
り
見
放
も
便
宜
で
あ
る
.

異
に
人
文
地
理
撃
に
於
い
て
時
を
先
史
時
代
に
柳

-
､
先
史
人
文
地
理
学
の
研
究
を
試
み
る
の
が
有
利
で
あ

ゎ
便

宜
で
あ
る
と
の
便
宜
上
の
事
情
を
度
外
成
し
p
之
れ
な
純
理
論
上
よ
-
考
ふ
る
も
'
人
文
地
理
撃
が
人
叛
自
然
の
粕

閥
を
問
題
と
す
る
以
上
は
基
の
研
究
を
人
頼
弛
先
の
出
現
ま
で
柳
る
が
重
曹
で
あ
る
｡

背
最
に
歴
史
を
着
せ
ざ
る
人
文
地
理
嬰
は
ー
愉

へ
ば
砂
上
の
楼
閣
に
も
等
し
か
ら
-
rJ外
観
如
何
に
壮
麗
で
あ
ら
う

と
も
､
構
造
如
何
に
完
塾
で
あ
ら
-
-

も
歴
史
の
基
鮭
L･1
き
人
文
地
理
撃
は
之
れ
を
安
全
と
す
る
鐸
に
は
行
か
ぬ
｡

此
の
億
塊
に
於
い
て
従
来
歴
史
地
理
串
筏
る
も
の
存
し
'
兎
ま
れ
角
ま
れ
研
究
が
進
め
ら
れ
て
家
光
事
は
甚
だ
窓
を

強
う
す
る
に
足
る
O
人
文
地
理
撃
の
背
後
に
は
必
す
露
盤
が
L･4
-
で
は
な
ら
ぬ
事
多
言
を
要
す
ま
い
と
思
ふ
rJ
英
は

何
人
に
よ
-
で
も
承
認
せ
ら
る
る
事
と
思
ふ
｡

人
文
地
理
学
の
研
究
は
時
間
的
に
歴
史
時
代
に
ま
で
柳
ら
L･4
け
れ
ば
安
登
と
綱
し
難
い
O
出
家
得
る
事
L･.
ら
膝
妃

の
澄
明
ま
で
柳
ら
な
け
れ
ば
不
安
で
あ
る
｡

然
れ
ば
歴
史
に
膿
じ
歴
史
地
理
単
の
存
し
た
る
は
寧
ろ
常
然
で
あ

っ
托
｡

然
る
に
'
歴
史
に
臆
じ
地
理
嬰
の

1
分
派
に
歴
史
地
理
畢
存
し
た
る
に
親
し
P
何
故
に
考
古
畢
殊
に
先
史
考
古
単
に

腰
じ
て
地
理
拳
の

小
舟
孤
に
先
史
若
し
-
は
史
蘭
地
理
単
が
存
し
な
か
つ
先
の
か
｡
之
れ

1
の
不
可
思
談
で
は
な
い

か
O

ー
.
‥
Lr
rLー..._ーー主



地
.一現
噂
は
人
精
白
H然
相
細網
の
研
究
を
目
的
と
す
る
も
の
.で
あ
る
0
而
し
て
人
頬
は
地
肌
に
洪
横
地
に
出
現
し
て
属

わ

決
し
て
歴
妃
と
共
に
出
現
し
た
も
の
で
は
LJ
い
｡
而
し
て
地
理
学
は
時
間
的
に
執
っ
て
鷹
史
時
代
の
研
究
を
試
み
､

其

の
l
分
派
と
し
て
魔
敷
地
埋
単
な
る
も
の
存
す
る
に
射
し
て
､
庶
艶
以
前
の
地
理
寧
即
ち
史
的
著
し
-
は
先
史
地

坪
翠
の
研
究
が
今
日
ま
で
殆
ん
ど
省
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
寧
ろ
大
L･.
る
不
可
恩
頴
と
せ
ざ
る
を
得
t･.
い
O
従
東
軍

々
と
し
で
進
歩
し
釆
れ
る
考
古
串
殊
に
先
史
考
古
拳
の
提
供
す
る
幾
多
資
料
に
射
し
て
何
等
の
顧
慮
を
排
ふ
所
な
-

之
れ
な
徒
ら
に
放
澄
す
る
は
地
理
串
者
と
し
て
甚
忘

LjW
u業
で
あ
っ
て
,
考
古
単
著
に
封
し
て
甚
だ
両
日
な
き
悔

み
な
ら
や
'
理
論
上
よ
り
'
人
頼
白
熱
の
相
関
を
研
究
す
る
地
理
拳
に
於

い
て
p
歴
史
地
理
学
に
は

1
瞥
を
異
ふ
る

も
う
死
ぬ
地
理
革
に
関
し
て
は
其
の
木
質
'
存
壷
理
由
に
就
い
て
す
ら
考
察
を
沸
は
や
何
等
顧
み
る
新
た
.
き
は
確
か

に
地
理
単
著
の
片
手
落
ち
で
あ
る
｡

取
落
地
理
は
人
文
地
理
串
の

一
分
派
で
あ
る
か
ら
､
人
文
地
理
拳

一
般
に
就
で
云
へ
る
右
の
試
論
は
直
ち
に
以
て

究
落
地
理
に
も
適
用
す
る
事
が
出
来
る
.
殊
に
窮
簿
に
は
永
稽
性
が
認
め
ら
れ
る
｡
歴
史
時
代
見
落
の
跡
に
は
現
在

多
-
の
緊
藩
が
敬
達
し
で
居
る
O
歴
史
時
代
果
洛
の
中
に
は
先
史
時
代
来
港
の
跡
に
磯
蓮
し
て
水
化
も
の
が
甚
だ
多

い
O
即
ち
先
史
櫛
代
来
港
は
其

の後
鰐
史
時
代
を
経
過
し
て
現
在
に
至
る
,ま
で
永
抽
し
て
屠
る
と
云
ひ
得
る
0
勿
翰

現
在
の
髭
港
は
石
器
時
代
果
落
其
の
ま
ま
で
は
あ
-
得
た
,
い
っ
然
し
な
が
ら
石
器
時
代
に
初
め
て
果
蕗

の
形
成
せ
ら

れ
た
地
鮎
著
し
-
は
基
の
附
妃
に
は
'
其
地
の
白
魚
的
確
件
の
良
好
な
る
に
よ
り
且
説
明
し
難
き
檀
紙
的
戚
倍
に
よ

地
史
袈
路
地
晩

発
証
せ

弟
払
娘

悪

法

四
九



地

境

第
五
食

滞
g
議

空相

五

〇

っ
て
代
を
軍
拍
車
を
関
し
て
も
架
港
が
永
蒔
せ
ら
れ
て
兼
ね
の
で
あ
る
O
其
の
例
は
進
に
多
い
｡
出
雲
大
社
､
能
登

1
営
'
羽
後

1
営
附
鑑
に
多
数
の
石
器
教
見
せ
ら
れ
p
古
墳
拝
し
､
棲
統
的
に
敢
宙
の
納
札
鋲
度
し
､
此
所
に
現
在
の

∴ト

来
港
厳
達
せ
る

如

き
其
の
1
例
に
過
ぎ
ぬ
｡
斯
-
の
如
-
莱
蕗
に
永
梢
性
存
す
る
も
の
と
す
れ
ば
'
架
落
地
理
の
研

究
は
必
然
的
に
先
史
時
代
ま
で
掛
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
-
な
る
O
即
ち
先
払
難
路
地
理
の
研
究
は
必
然
的
に
も
汲
却

す
べ
か
ら
ざ
る
も

のと
な
る
の
で
あ
る
.O
之
れ
今
日

｢
地
球
｣
の
｢
東
商
耽
｣
の
数
行
に
際
し
散
で
先
史
窮
路
地
理
研

究
の
典
庇
と
必
袈
と
を
提
唱
す
る
所
以
で
あ
る
O

差
し
潜

り
吾
人
の
眼
前
に
は
本
邦
先
史
果
洛
地
理

の研
究
が
横
た
は
っ
て
屠
る
.
吾
人
は
本
邦
に
於
で
既
に
調
査

国
固
着
し
-
は
五
祐
介

一
地
形
図
､
能
ふ
る
限
-
は
こ
高
分

7
地
形
圏
に
記
入
し
､
術
能
ふ
べ
-
ん
ば

1
々
親
し
-

之
れ
を
貸
地
に
踏
査
L
t
之
れ
J･J
周
囲
の
自
然
的
僚
件
-J
の
関
係
を
明
か
に
す
る
事
が
必
要
で
あ
り
乳
最
も
興
味
の
歯

深
き
所
で
も
あ
る
｡

車
群
衆
本
邦
各
地
に
於
い
て
登
見
せ
ら
れ
た
石
器
時
代
遺
跡
造
物

bJT乗
が

｢
日
本
石
器
仲
代
人
民
遺
物
蔑
見
地
名

衆
｣
と
し
て
束
涼
帝
国
大
軍
理
軍
部
人
相
串
教
室
よ
り
馨
行
せ
ら
れ
て
屠
b
P
大
髄
之
れ
に
因
っ
て
本
邦
兜
史
時
代

衆
蕗
の
位
蘭
を
知
る
事
が
別
家
る
か
4･S
､
之
れ
に
因
-
知
-
得
る
先
史
窮
落
3
位
艦
を
地
樹
上
に
求
め
､
之
れ
の
み

に
よ
ゎ
非
の
位
h･.隈
立
錐
に
知
り
舶即
き
も
の
は
1
躍
ウ
叫れ
を
掛骨
で
加経
路
其
の
他
に
掴
瓶
の
捉
串
に
距
骨
し
､
何
基
の
位



億
不
明
な
る
も
の
は
親
し
-
寒
地
踏
査
を
蓬
げ
秋
川
も
上
地
樹
上
に
記
入
す
べ
-
､
佃
該
地
名
衆
に
漏

れ
た
る
も
の
を

他
の
薯
蓄
報
文
難
詰
等
所
収
記
事
に
よ
っ
て
輔
ひ
.
其
の
後
散
見

のも
の
を
人
撤
串
難
詰
ー
考
古
学
難
詰
ー
其
の
他
虹

畢
地
理
軍
関
係
の
専
門
雑
誌
其
の
他

の
著
者
報
文
等
に
よ
り
補
充
す
る
と
弼
時
に
札
祝
し
-
貸
地
調
査
に
よ
り
新
教

見
地
を
加

へ
'
之
れ
に
よ
-
集
落
分
布
問
を
作
成
し
p
窮
落
と
基
の
自
然
的
膝
件
と
の
関
係
を
見
る
べ
き
で
あ
る
｡

其
虞
に
何
等
か
興
味
あ
る
革
質
が
見
出
さ
る
る
事
碇
を
容
れ
な
い
O

然
し
花
が
ら
野
際

の
作
兼
に
於
い
て
は
幾
多
の
困
難
k･4
る
問
題
に
遭
池
す
る
に
相
違
な
い
｡
例

へ
ば
遺
跡
の
地
樹

上
記
入
に
於
い
て
遺
物

レJ散
布
地
を
如
何
に
盛
澄
す
べ
き
か
の
如

き
難
問
題
の

ヌ

あ
る
O

然
し
;仏
が
ら
此
の
問
題

に
封
し
て
も
解
決
の
カ
決
は
陀
鮎
で
互
い
.
即
ち
造
物
散
布
地
と
難
も
'
該
造
物
が
碇
按
其
の
地
の
懲
遣
物
包
倉
厨

の
撹
乱
に
よ
-
其
の
附
近
に
散
布
す
る
に
至
れ
る
事
明
か
と
な
ら
ば

(其
の
域
倉
々
々
の
事
情
に
よ
り
斯
-
判
断
す

る
革
が
可
熊
E･芸

域
合
も
甚
だ
多
い
と
思
ふ
)
該
造
物
散
布
地
は
之
れ
に
造
物
包
含
皿
と
賂
樹
等
の
樺
利
を
有
せ
し

め
,
其
の
附
近
の
地
を
日
で
先
史
粁
代
衆
蕗
の
位
群
と
決
定

し
之
れ
を
地
樹
上
に
記
入
す
る
も
不
可
な
い
で
あ
ら
う
｡

党
づ
第

一
次
の
作
業
は
遺
物
包
含
地
及
び
遺
物
亀
倉
地
に
準
ず
べ
き
遺
物
散
布
地
を
或
る
何
等
か

一
定
の
記
既
を

以
て
可
成
的
正
確
に
之
れ
な
地
樹
上
に
記
入
す
る
軍
で
あ
る
｡

次
に
は
如
上
の
遺
物
散
布
地
よ
-
鞘
惜
偲

軽少
-
す
る
造
物
散
布
地
を
別
の
記
敬
を
以
て
E
地
固
著
し
-
は
別
亀

岡
に
関
大
す
べ
-
､
唯
飴
-1
に
偶
然
な
る
造
物
敬
見
地
は
科
準
的
正
確
を
期
す
る
た
め
党
つ
記
入
を
差
し
控

へ
之
れ

曲
数
繋
路
地
租

界
玉
食

紫
紺
助

y
I
1
誠

監
a



地

境

弟
五
懸

弟
打
出

望

粥

は
別
に
番
留
む
る
輝
度
に
す
れ

ば
よ
ろ
し
か
ら
う
｡

次
に
問
題
と
L･芸

は
p
豊
富
ti･芸

遣
物
包
倉
地
若
し
-
は
畿
見
地
と
欝
弱
は･5
る
造
物
包
倉
地
若
し

-
は
僚
見
地
と

の
区
別
を
地
相
上
に
於
い
て
如
何
は
る
方
法
を
以
て
示
す
べ
き
か
p
で
あ
る
Q
之
組
に
劃
し
て
p
遣
物
の
個
数
を
軍

使
と
し
て
此
れ
を
以
て
其
の
密
度
竪
試
し
､
人
骨

1
髄
は
造
物
の
数
畢
位
著
し
-
は
其
れ
以
上
の
若
干
畢
位
に
匹
敵

せ
し
め
ん
と
す
る
方
紐
も
考

へ
ら
れ
ざ
る
に
あ
ら
ざ
る
も
､斯
か
る
方
蝕
は
今
日
暫
ら
-
考

へ
ざ
る
を
便
利
と
す
る
｡

何
-

な
れ
ば
'如
斯
-
遺
物
の
濃
淡
を
数
嶺
的
正
確
に
区
別
せ
ん
と
欲
せ
ば
題
に
鋸
多
の
国
都
な
る
事
情
に
遭
遇
し
､

結
局
中
止
の
止
む
な
き
に
至
る
か
ら
で
あ
る
｡
例

へ
ば
'
石
器
の
場
食
は
食
ら

ざ
る
も
P
土
器
は
多
-
破
片
と
し
て

出
土
す
る
を
以
で
.
之
れ
を
接
合
完
形
に
磯
原
し
得
る
場
合
は
別
と
し
､
磯
原
し
得
ざ
る
場
脊
ー
個
々
の
破
片
を
如

何
に
廃
艦
す
べ
き
か
､
之
れ

一
の
難
問
で
あ
-
'
久
石
器
骨
角
器
等
は
之
れ
を
計
算
す
る
事
比
按
的
容
易
な
れ
と
も

石
鉄
'
石
槍
.
石
鉦
､
石
斧
.
石
揮
う
石
七
'
凹
石
へ
錘
石
､
其
の
他
各
種
の
石
器
骨
角
器

の
一
個
は
究
落
住
民
め

密
度
牽
ホ
す
に
果
し
て
同

1
の
償
値
を
有
し
之
れ
を
同
異
位
と
思
考
し
て
不
可
な
き
や
'
之
れ
久

一
の
難
問
で
あ
っ

て
之
れ
を
強
い
て
数
量
的
に
取
扱
ふ
は
却

っ
て
無
意
我
の
某
に
終
る
の
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
0
革
ろ
今
日
に
於

い
て
は
､
逸
物
比
按
的
劣
教
戒
は
少
数
の
程
度
を
以
て
臨
別
す
る
の
却
て
賢
明
な
る
を
知
る
で
あ
ら
-
0

斯
-
の
卯
-
比
棟
的
簡
異
な
る
匝
別
を
以
で
し
て
も
'
諒
に
多
少

の
興
妹
あ
る
革
質
,留
推
知
J
J得
る
革
と
な
る
.

即
ち
耗
物

の
距
蚊
的
多
数
.に
験
見
せ
ら
る
る
地
は
'
叢
に
比
枚
的
多
数

S
任
比
層
任
せ
し
か
'
或
は
果
港
が
比
較
的



長
年
月
に
亘
-
永
萌
せ
し
か
何
れ
か
に
し
て
p
之
れ
に
反
す
る
地
は
其
の
革
偶
を
麹
に
す
べ
-
.
多
数
山荘
物
の
磯
風

は
'
任
拭
多
数
な
り
し
か
或
は
飛
洛
永
擬
せ
し
か
の
何
れ
の
場
命
た
る
を
静
せ
ず
一
紙
周
は
其
の
地

S白
然
的
係
件

が
良
好
な
-
し
窒
ホ
し
､
来
港
と
自
然
的
倣
件
と

の相
関
の
研
究
に
際
し
認
婆
茂
る
悪
童
を
有
す
る
を
知
る
の
で
あ

る
○次

に
或
る
緊
港
に
如
何
な
る
人
鱗
が
居
任
せ
し
か
､
即
ち
来
港
形
成
者
た
り
し
人
頬
は
何
人
種
L･4
み
し
か
は
勿
論

金
-
俊
介
硯
す
る
事
は
出
来
な
い
｡
然
し
な
が
ら
人
種
分
祁
諭
智
目
的
と
す
る
の
で
な
い
域
令
は
､
之
れ
に
或
る
種

皮
の
注
意
を
向
く
る
を
以
て
足
れ
-
と
す
る
｡
即
ち
日
本
の
石
裾
障
代
造
物
は
大
鯉
紬
紋
土
器
系
統
蒲
生
式
土
器
系

統
に
二
大
別
す
る
事
が
出
凍
る
の
で
あ
る
が
'
此
等
両
系
統
の
遺
物
が
瓦
に
興
る
両
人
疎
の
磯
せ
る
造
物
で
あ
る
と

し
て
も
､
白
然
的
傭
件
が
此
等
両
人
種
の
紀
港
に
劃
し
各
顕
著
に
異
な
る
別
種
の
影
響
を
輿

へ
た
と
は
考

へ
ら
れ
L･.

い
か
ら
P
先
史
仲
代
緊
洛
･
J白
熱
的
傭
件
と
の
相
関
を
考

へ
る
先
史
取
落
地
理
に
於

い
て
は
暫
ら
-
両
人
種

の差
別

を
躍
外
税
す
る
も
大
し
て
差
文

へ
は
な
い
か
ら

で
あ
る
｡
殊
に
両
種
親
物
は
盆
-
人
種
を
典
に
せ
る
住
民
の
造
物
で

は
な
く
鵬
文
化
の
程
度
を
異
に
せ
る
略
同
人
額
の
造
物
と
考
へ
る
場
合
は
綱
紀
で
め
,る
O
然
し
な
が
ら
爾
系
統
の
遺

物
が
同
所
商
圏
よ
-
鶴
見
せ
ら
る
1
が
如
き
切
命
は
､
之
れ
即
ち
架
藩
の
永
薦
性
蟹
試
す
も
の
で
あ
る
か
ら
'
其
の

鮎
に
は
披
け
目
な
く
注
意
を
沸
ふ
必
箪
あ
る
寄
勿
論
で
あ
㌢

要
は
臨
機
艦
塵
で
あ
る
｡

今
日
ま
で
に
先
史
衆
落
地
理
研
究
の
方
綾
に
就
い
て
考

へ
及
ん
だ
所
は
大
隈
右
の
如
-
で
あ
る
｡
紳
幾
多
考
ふ
べ

鍵
凱架
路
地
艶

罪
証
各

節
的
妨

望
心

琴

Ji



地

球

第
五
懇

第
四
鯛

望

凡

濫
招

き
鮎
も
あ
ら
う
が
'
基
は
研
究
の
作
業
中
退
々
に
考

へ
仲
-
事
と
児
ふ
｡
最
初
は
大
櫨

S
方
針
さ
へ
定
ま
っ
て
居
れ

ば
大
し
た
石
部
令
は
な
い
の
で
方
決
は
作
業
の
進
捗
と
共
に
迫
々
に
考
案
し
得
る
と
思
ふ
｡
先
払
衆
落
地
理
の
本
質

と
存
在
理
由
#
.び
に
研
究
の
方
法
は
今
日
に
於
い
て
は
大
槽
上

りか
-
考
へ
澄
い
て
差
文
花
-
p
目
下
の
急
務
は
其

の
研
究
へ
の
着
手
で
あ
る
.
本
誌
栗
溶
銑

の
敏
行
を
械
と
し
来
港

の研
究
轟
々
隆
盛
に
赴
-
と
共
に
&
.心
(仏
る
鎮
者

の
中
よ
-
1
人
で
も
取
落
地
理
殊
に
先
史
拒
落
地
理
の
研
究
に
鼎
奴
を
寄
せ
余
の
考

へ
叉
は
作
業
に
共
鳴
せ
ら
る
ム

篤
撃
の
主

か
現
は
れ
雑
ら
ん
事
は
余
が
朝
に
韮
望
に
櫨

へ
L･4
い
所
で
あ
る
｡.
重
ね
て
云
ふ
､
地
理
拳
の
茶
髄
は
自
然

地
理
寧
で
も
な
い
'
人
文
地
理
串
で
も
な
い
'
地
規
準
の
本
概
は
要
す
る
に
地
理
嬰
で
あ
る
O
地
理
撃
は
<
栃
の
人

文
現
象
と
地
球
の
自
然
的
修
件
と
の
和
布
関
係
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
｡
蒐
心
の
驚
き
所
に
よ
･Jn
之
れ
を
白
蛮
地

規
準
人
文
地
雌
挙
.;

陣
代
的
に
歴
虹
地
理
率
先
虫
地
理
学
に
瞳
介
し
得
る
G
人
粕
は
歴
史
の
梨
明
と
共
に
始
ま
る

も
の
で
は
な
く
既
に
洪
積
低
に
出
現
し
出
前
時
代
を
辞
退
し
て
来
た
｡
地
理
単
の
1
分
沢
に
後
楽
歴
史
地
蝿
挙
の
存

せ
る
以
上
理
論
上
よ
-
先
史
地
理
単
が
存
在
し
て
上
髭
支
な
い
p
否
拝
壷
の
-渉
欝
が
あ
る
｡

先
史
地
理
拳

の研
究
は

決
し
て
没
却
す
べ
き
で
な
い
.
切
に
篤
志
家
の
研
究
を

望
ま
ぬ
ば
な
ら
ぬ
｡
而
し
て
先
史
窮
落
地
理
は
先
史
地
理
卒

中
に
於
い
て
確
か
に
典
晩
と

必
要
と
を
有
す
る
研
究
の
1i
方
田
で
あ
る
O

(
完

二
六
エ
∵
四
-
八
)


